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心不相応行 （citta−viprayukta −samskara ）の
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村 　上 　明　宏

1． は じめ に

　心 不相応行 （citta−viprayukta −sarpskara ）
1）

は 説一切有 部の 説 く有為 法の 一 つ で あ り，

五 蘊の 中の 行蘊に含 まれ る法 と して も知 られ て い る． こ の 心不相応行は部派仏教

の 時代 にな っ て か ら生 じた法 で あ る と言 わ れ て い る． 上 座 部で は この 心不 相応 行

を認め る こ とは な く， そ の 他の 部派 に よ っ て も心不相応行に対する考え方は様 々

で ある．

　本稿 にお い て は ， 経量 部の 立場 に 立 つ 称友 （YaSomitra）の Sphu∫artha　Abhidharma −

koSarpdkhy∂ （以下 ，
　 SAKV ） と説

一
切有部の 立 場 に 立 つ 衆賢 （Sa叩 ghabhadra）の 『阿

毘達磨順 正 理論』 （以下 ， 『順正理論』）等にお け る心不 相応行 の 語義解釈 につ い て

考察 を加 えて み たい ．

2 ． ／猛 扉 助 σ肋 磁 o 諏 肋 磯yσ の 心不相応行の 語義解釈

　AbhidharmakoSiabhasya （以下 ，
　AKBh ）に お い て ， 心不相応行は 「こ れ らの 諸行 は，

心 と［も］相応せ ず ， 色 の 自性で ［も］な い の で ， 心 不相応 と言 われ る 」
2）

と ， 極 め

て 簡潔に述 べ られ て い る． つ ま り， 心不相応行 とは ， 心 と も相応せ ず ， 色 を 自性

と しない
“
samskfira

”

に分 類 され る法 で あ る とい うこ とで あ る． こ の
一

文だ けか

らは ，
こ の 心不相応 行につ い て の 理解を明確 にする こ とはで きない ．

3 ．   肋 ’47漉4z晒砺励 σ7〃3磁 o諏 Ψ 倣 勿π と 『順正理論』に おける心不相応

行の 語義解釈

　泌 嫐 にお け る心不 相応行 の 語義解釈 とは異 な っ て
， そ の 註 釈書 で あ る SAKV

と 『順正 理論』 で は心不相応行の 語 義を明確に 窺い 知 る こ とが で きる．

　SAKV と 『順正 理論』の 両書は ，

一
致 し て 心不相応行の 語 を 「心 （citta）」 と 「不

相応 （viprayukta ）」と 「行 （samskara ）」に分けた 語義解釈 を与えて い る． まず 「心」
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とは， 色 価 pa） と区別 され る もの と して の 心で あ り， 心 と同 じカ テ ゴ リー に 分

類 され る こ とを示 す もの と述べ られ て い る
3）
． 次の 「不相応」 とは

， 心所 （caitta ）

と区別 される もの と述べ られ て い る
4）
． つ ま り， 「心不 相応 行」 は ， 心 に分類 さ

れ る けれ ども， 心所で はない もの で ある とい うこ とを示すため に 「不相応」 と言

わ れ て い る の で ある． そ して
， 「行」 と表現 され た の は ， 「無為 （asams   a）」 と区

別 す る た め で あ る と述 べ られ て い る
5）
． 以 上 が ，

SAKV 並 び に 『順 正 理 論』 にお

ける 「心不相応行」の 語義解釈で ある
6）
．

　 こ の 「行」 の 語 義解釈 か ら
，
SAKV と 「川頁正 理 論』 で は

，
心 不相 応 行 の 「行 」

は行蘊 （sa・pskara−skandha ） を意 味す る狭 義の 「行 」 に 言及 して い る の で は な く， 有

為法全体 を意味す る広義の 「行」に つ い て 言及 して い る の で ある と考 え られる
7）
．

　 こ の よ うに 称友 や 衆 賢が 「心不相応行 」， 即 ち 「色で もな く心所で もない 有為

法 」の 「有為法 」 を有為法全体 と理解 して い る こ とは
， 彼等 が そ こ にお い て 「無

為法」（asarpskrta ）との 対比 を強 く意識 して い る こ とに由来す る もの と考 え られ る．

4 ． 「心不相応行が無為 で はない 」 こ とを強調す る意図

　で は
， 何 故 に 称友や衆 賢は 「心不相応行」 を無為 で はない と強調す る の で あろ

うか ．

　上座 部 で は 心不相応 行 は認 め られ ない が ， 「心相 応」 と 「心不相応 」 とい う区

分 は 言 及 され て い る と C ．Cox 氏 は指摘 して い る
8）
， その 典拠 と され て い る の は

Dhammasangarpi （以下，　Dhs ）の 「色 （而 pa）と涅槃 （nibb5na ）が心不相応法で ある 」
9）

とい う記述で あ る ．心不相応 ， す なわ ち心 と相応 しない 法 は色 と涅槃 で あ り，
こ

の 涅槃 は無為 を本性 とす る もの で あ る
10）

．

　先 に 見 た よ うに
，
SAKV と 『1頂正 理論』 に お け る心不 相応行 の 「行 」 の 理解 の

特徴 は ， それ が 「無為 で は ない 」 とい うこ とを強調す る 点 に あ る ． 一 方， 上 座部

で 心不相応 と考 え られて い た もの は
，
Dhs を見 る 限 りに おい て は ，色 と涅槃す な

わ ち 「無為」 とさ れ て い るの で あ る ．

　 有部の 初期 の 論書 で ある 『阿毘 達磨 集異 門足論』 （以下 ， r集異 門足 論』）に も 「心

不相応行 」で はな く 「心不相応 」 とい うこ とが言及 され て い る ． 『集異 門足 論』

の 中で 「四食 」（catvara−ahhrail） と 「行 」 に 関す る 諸 門分別 が な され る際 ，
上 座部

にお ける の と同様 に ， 「有為か 無為 か 」 とい う問い と 「心相応 か心 不相応 か」 とい

う問い が 設定 されて い る
ll）

． こ の 『集異 門足論』で 問わ れ て い る 「四 食」と 「行」

は どち ら も有為で あり， 四食 の 中で は段 食 （kvadirpkhra−ah互ra ）の み が 心 不 相 応 と
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され る．更 に ， 行 もまた心不相応 と され るが
，

これ は 『集異門足論』 におい て 行

が 「寿行」（Eyus−samskara ）と され る か らで あ る
12）

． こ の 寿行は 『阿毘 達磨品類足論』

（以下 ， r品類足謝 ） に至 っ て ， 心不相応行 の 中 に 数 え られ る 「命根」Givita−indriya）

と同義 とされ る
13）

． 以上 の ように ， 上座 部 とは対照 的 に ， 有 部 に おい て は
， 心不

相応に関 して
“

samskara
”

が念頭に 置か れ て い た こ とが推測 され る． しか し
，

こ の

『集異 門足 論』 で は， まだ Al（Bh
， 『阿毘達磨法 蘊足 論』， 『品類足 論』や 「阿毘 達

磨発智論』 で 見 られ る よ うな心不 相応行の 理解 に は至 っ て い ない ． そ して 「集異

門足論』 の 諸 門分別 の 中に 有為 ・無為 ， 心相応 ・心不相応 とい う問い が ある こ と

よ り， 「無為 」 とい う考 え方 に 対 して ， 「心相応」 そ して 「心 不相応 」 とい う考え

方 が 生み 出 され た と考 え られ る ．Dhs で は 「心不 相応」 に 関 して
‘’

sarpskara
”

は

考 え られ て い ない が ， 『集異 門足論』 で は 「心 不相応」 に関 して 「行」が 考 え ら

れ て い る こ と よ り， 『集 異 門足 論』に あ る 「無為」 と 「心不 相応 」 とい うこ とが

心不相応行の 発展する過程にお い て 重要 な意味 を有 す る もの と推測 され る．

　Dhs は涅槃の み を無為 と考 える の に対 して
14）

， 『集異 門足論』 で は 虚空 ， 択滅

無為 ， 非択 滅無為 とい う三 種の 無為 を説 く
15＞

． 心不 相応 行 を認 め な い 上 座部 と

心不 相応 行 を認 め る 有部 に お け る 無為の 捉 え方 は こ の 点で 異 な る の で あ る が ，

『集異 門足論』 にお ける 無為の 説明 は択滅無為 に 関す る こ とが 中心 で あり， そ の

択滅無為 は 「無為解脱 」 と され
16）

， 更 に は 「苦滅 の 聖諦 」が 涅 槃で あ る と説 明 さ

れ て い る
17）

． したが っ て ， 三 種の 無為を説 く 『集異 門足 論』で も無為法 の 中心 に

据 え られ るの は択滅無為 ， すな わ ち涅槃で あ っ た と考 え られ る ． い ずれ に して

も，Dhs と 『集異 門足 論』 に見 られ る心不相応 と して 理解 され た 涅槃す なわ ち無

為 に対す る考 え方の 相違が ， 心不相応行の 発生や 発展に大 きな影響 を与えた可能

性 が考 え られる の で ある．

1 ）心 不相応 行に つ い て は ， 既 に多 くの 研究が な され て きた．「心不相応行」 自体 を取

り扱 っ た研究 に は水 野 ［1997a］，
　 C．　Cox ［1995］，有部等の 教理 を論 じて い る 中で 「心 不

相応行」 に論 及 して い る もの に は 櫻部 ［1969］， 吉元 ［1982］，R ．　KritZer ［1999］，三 友

［2008］．AKBh に お ける 心不相応行の 語義解釈に つ い て は，加藤 ［1983］，那須 ［2008］．

な どが 主 な もの と して 挙 げ られ る ．　　　 2 ）AKBh 　p．62　11．9−14．　　 3 ）SAKV 　p．142

L31−p．143　1．3，『順正理 論』 T29．396．c12 − 16．　　 4 ）SAKVp ．143　11．3−4， 『順 正理 論』 T29 ．

396．c16 −17．　　 5 ）SAKU 　p．143　rl．4−7， 『順 正理 論』T29．396．c17 −19．　　 6）安慧 （Sthira−

mati）の 註釈 肋 帽 加 r脚 たo♂α肋 卿 α雌互Zα∫面 r 痂 一ndma ，満増 （Pt晦 avardhana ）の 註釈 Abhi一

跏 毋 配 盈 o∫碩 褫 ゐα船卿 跏 μ5δ吻 言一ndm α で も同様の 語義解釈をす る （那須 匚2008］参照）．

7 ）『倶舎論記』 T41，1821．84a25−b6 ， 『倶舎論疏』T41 ．1822，535b19−29， 『倶舎論頌疏』T41 ．
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1823．844a8− 16 で は 「心不相応行」 の 「行」は 「行蘊」の 「行」 と考 えられ て い る．

8 ）C．Cox ［1995］p．67．　　　 9 ）Dhs 　p．254： rilparp　ca 　nibbAnarp 　ca 　ime　dhamm5 　cittavippa −

yutta．　　 10）「無為」 に つ い て の 主な先行研 究 と して 水野 匚1997b］，池 田 ［1988］，宮

下 ［1989a，　 b］ な どが 挙げ られ ， 涅 槃が無為の 本性 で ある こ とが 指摘 され て い る，

11） 『集異門足論』 T26 ．1536．367c7− 369b6．　　 12）『集異 門足論』T26 ．1536368c16 −19．

13）『品類足論』T26．1542．694a23，　T26．1542．723a29−bl。　　 14）Dhs 　p．244： katame　dhamm 互

asa 態 hata？Nibb珈 alp −ime　dhamma 　asartkhatE ．　　 15）『集異 門足 論』T26 ．1536．369c6−7．
16） 『集異 門足論 』 T26 ．1536．376a4−5，　　 17） 『集異 門足 論』 T26．1536．392a20−21．
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